
ひかりが丘住宅線・
生駒ニュータウン線
三者協議
第４回

令和５年７月６日（木）18:40～

場所：あすか野自治会館
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前回協議での意見と役割分担（案）

1

○実態やニーズを踏まえた路線改善の可能性について
・ どのような時に誰が使っているかを把握することが

必要。
・ 現在の路線が長く、様々な目的の利用者が混在。利

用者層、目的にあったルート、ダイヤにすると運行コ
ストを低減できるのではないか。

・ あすかのセンターから白庭台駅の利用が少ない。鉄
道との接続がよくないことも一因であると考えられ
る。

前回協議での意見

○利用促進に取り組みについて
・ 自治会でバス回数券を販売する。
・ 見守り活動をしているボランティアへの謝礼をバス

回数券にする。

・ 公共交通ネットワークは広がっているので、市全体
としての利用促進も重要である。

・ 長期的に若者（通勤通学利用者）を呼び込む。

○行政の補助の考え方について
・ あすかの団地口は公共交通の空白地になる。
・ バス事業単体で採算をとるのは難しい。公共交通が

提供されることにより人口が増加し税収が増えてい
るのではないか。多角的な評価とそれに見合った予
算配分が必要だと思う。

３者協議と地域公共交通会議の役割分担

・ 地域の利用実態や不便に感じることは地域
住民が熟知している。

・ バスの運行ルート、ダイヤなどはバス事業者
が様々な条件の中で設定している。

（３者協議）
•たとえば、改善要望をとりまとめ、地域公
共交通会議に提案。
（地域公共交通会議）
•バス事業者中心に運行形態の見直し案の
検討を進める。

・ 公共交通についての予算確保や、その配分
については、全市的に議論が必要。

（地域公共交通会議）
•全市的に議論を進める。

・ 地域の利用促進は地域住民が中心に取り
組める。

・ 市全体のことや長期的な取組は、全市的に
議論が必要。

（３者協議）
•たとえば、地域でてきる利用促進策を検討。
（地域公共交通会議）
•市全体の取組や長期的な取組を検討。



交通事業者の実情を踏
まえつつ、必要な公共交
通サービスの地元意見や
ニーズを提示

収支均衡や収支改善に向けた
各路線の運行形態の見直し案
を提示

活性化
協議会

分科会

• 現在の、路線の利用状況や収支状況を把握し、目標を共
有する

• バスの運行に係る費用、バス利用実態、ニーズ等を踏まえ、
今後の路線のあり方を住民と協働で話し合う

• 路線の利用促進に向けて、住民ができることを話し合い、
出来るところから地域主体で利用促進活動を実行する

• 路線の利用促進に向けて、行政が支援できることを提案
する

• 三者協議で集約された地元意見・ニーズを踏まえ、収支均衡や収支改善に向け
た、各路線の運行形態の見直し案の検討（ルート、ダイヤ等）

• 路線バスの利用ができなくなる地区等の代替手段を検討
• 行政主導の利用促進策、中長期的な利用促進策を検討
• 路線毎の見直し案を取りまとめ

分科会から出された案の議決及び助言
利用促進活動への助言等

見直し案の提示

三者協議
＜富雄庄田線＞

三者協議
＜ひかりが丘住宅線

・生駒NT線＞

三者協議
＜北田原線＞

※路線沿線毎に設置。
富雄庄田線沿線と北田原線沿線の三者協議は未設置（調整中）。 2

学識経験者、自治連合会、市民

奈良交通(株)、生駒市（順不同）

--分科会構成委員--
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３者の立場の理解

今後想定されるシナリオの共有

利用促進 取組みの検討

取組みの試行

第３回

試行の状況報告･共有

中間検証

３者協議 今後の予定

第４回

７／６

第５回

９月

5／３１

今後の取組み方についての検討
取組みの改善検討

第６回

１０月

第７回

１２月

今後の進め方について意見交換
試行の継続 or 方向の転換

適宜、３者協議の開催

Ｒ６

１０月頃 対応策（素案）の決定

新たな運行
Ｒ７
４月

取組みの試行

本日

新たな運行に向けた準備

対応策の最終決定１２月頃

交通事業との調整

活性化

協議会

Ｒ５ Ｒ６～

分科会

活性化

協議会

情報共有

(適宜)

市

奈良交通

連携

取組みの試行

適宜、３者協議の開催

活性化

協議会
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前提条件の確認

4

現状での運行期限

目標人数

令和７年３月(Ｒ６．３月の期限から１年間延長)

２５．６人/便(Ｒ４年度実績 １９．５人/便)

あと６．１人/便
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前提条件の確認

5

あすか野住民の利用で考えてみると ４,５１１人(R5.3.31時点)

※小学生は0.5人として計算

・ 一人が56.3回/年、4.6回/月乗れば目標値(小学生以上で試算)

目標人数

年間不足人数２２６,６６５人÷沿線人口〇〇〇人
=人口当たり〇〇回/年

沿線自治会（今回参加のあすか野、白庭台、辻町、北田原町）の利用で考えてみると

・ 一人が１５.6回/年、1.3回/月乗れば目標値(小学生以上で試算)

地域ごとの人口は
オープンデータで
公表されています

バス需要の特に多い自治会（あすか野、西白庭台、ひかりが丘）の利用で考えてみると

・ 一人が29.7回/年、2.4回/月乗れば目標値(小学生以上で試算)
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【利用促進】

自治会による乗車券販売

 長野県上田市の町内会では、鉄道路
線の存続のため、通常よりも割引率
の高い回数券を自治会を通じて住民
に購入の依頼を行っている。

 路線の年間収入の約1割が自治会に
よる売上となり、路線継続に欠かせ
ない収入源となった。

 自治体は広報誌への掲載や回覧の実
施など広報支援を行っている。
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【利用促進】

共通乗車券の販売と買い物客への進呈 

 富山県高岡市では路線存続に向けて、
地元商店街組合と商店らが協力し、
買物客への乗車券進呈の取り組みを
行った。

  現在では交通事業者が乗車券進呈
サービスを公式に取り入れている。

共通乗車サービス券
加盟店ステッカー
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【利用促進】

住民（町内会）によるイベント開催

 長野県上田市では、住民（町内会）ら
が路線の利用促進を目的に定期的な
イベントを実施している。

 イベントの参加費に乗車券が組み込
まれており、イベント内容も路線と関
連したものにすることで利用促進を
実現している。

 自治体はHPや広報誌での情報提供、
観光ポスターへの写真掲載などの面
で協力を行っている。
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【運行経費の負担】

住民が回数券を自主的に購入

 青森県鰺ヶ沢町では路線バスの存続
のため、住民が回数券を購入するほ
か、運行費用の一部を負担（２千円/
月・約60世帯）している。
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【運行経費の負担】

市民･企業よりサポーターを募る

 栃木県佐野市では協議会がコミュニティバスの活性化のため、バ
ス・エコサポーターズを発足し、会員費を集めることで存続のため
の費用を賄っている。

【年会費の内訳】
個人会員  ：5,000円
子ども会員 ：3,000円
法人会員     ：10,000円

【会員特典】
乗車券の割引など
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【利用しやすさを高めるための実態調査】

自治会による利用者アンケートの実施

 山口県防府市の玉祖自治会では、デマンドタクシーの再編にあたり、
地域住民を対象としたアンケートのほかに利用者を対象とした詳細ア
ンケートを実施。

 アンケートでは利用回数や乗り継ぎの有無、利用意向など再編の検討
につながる情報を収集。
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【利用促進】

コミュニティバス鹿ノ台線の買い物補助券

 いきいきホール前（停留所）を利用され
た方に買い物補助券をプレゼント

 １０枚たまると５００円の買い物券
と交換

 自治会がスーパーいそかわに直接協
力の呼びかけにより実現

 補助券の金額はいそかわ様負担

 実施後、最寄り停留所の利用者
→４８％増（利用者1日平均３.９人）



公共交通をよりよくす
るために
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ひかりが丘住宅線及び生駒ニュータウン線をよりよく

するために地域の住民で取り組めることを考えよう

【留意点】

対象が広すぎると、相手のニーズが捉えきれず、効果

的な取り組みを検討できないため、

具体的に利用促進を図りたい身近な人を想定する。

【今までの話し合いで出されたターゲット】

・生駒駅に買い物に行きたい高齢者

・通勤で生駒駅・白庭台を利用される方

・自転車で移動する学生

・駅周辺で飲食をされる方

など現在バス以外で移動される方
15



地域の住民
で取り組め
ること

【ワークシートの記入の仕方】

16

検討するターゲット
を具体的に記載

上記のターゲットの
利用促進に関して住
民で取り込めること
を話し合う

②で話し合った内容
に、行政、事業者の
協力が必要な内容を
記載する

どのように取り組ん
でいくかを記載する

❶

❷

❸

❹



近商ストア 白庭台店

オークワ 生駒上町店

ラ・ムー 奈良二名店

イオンモール 奈良登美ヶ丘

近鉄百貨店 生駒駅

いそかわ 新生駒店

最も利用する店舗

２９％

２６％

７％

６％

５％

５％

N=1,426

出展：あすか野地区における生活環境に関するアンケート調査
令和2年3月報告書
国土交通省国土技術政策総合研究所･あすか野自治会

全世帯

自家用車を使っている世帯

自家用車を使っていない世帯

※円の大きさ(面積)が利用者数を示す。

凡例

図表７－３ ｢生鮮食品｣の買い物先の地区(最もよく利用する＋次によく利用する店舗)
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白庭病院

いわもとクリニック

大塚医院

越智歯科医院

近大奈良病院

木原歯科医院

最も利用する医療施設

９８０

４４４

３７１

３３１

２４６

１８１

出展：あすか野地区における生活環境に関するアンケート調査
令和2年3月報告書
国土交通省国土技術政策総合研究所･あすか野自治会

全世帯

自家用車を使っている世帯

自家用車を使っていない世帯

※円の大きさ(面積)が利用者数を示す。

凡例

複数回答

図表１４－２ 最もよく利用する｢内科･診療所｣の立地する地区
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大阪府内

奈良県内(生駒市外)

生駒市内

自宅又はあすか野地区内

通勤の状況

５２％

１９％

１５％

５％

出展：あすか野地区における生活環境に関するアンケート調査
令和2年3月報告書
国土交通省国土技術政策総合研究所･あすか野自治会

N=1,305

凡例

■ その他

■ 電車（駅まで不明）

■ 電車（駅まで徒歩）

■ 電車（駅までバス）

■ 電車（駅まで自家用車（送迎））

■ 電車（駅まで自家用車（本人））

■ 電車（駅までバイク）

■ 電車（駅まで自転車）

■ バス

■ 自家用車（家族送迎）

■ 自家用車（本人）

■ バイク

■ 自転車

■ 徒歩

図表２０－３ 就業地別の通勤手段
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自家用車の利用状況

出展：あすか野地区における生活環境に関するアンケート調査
令和2年3月報告書
国土交通省国土技術政策総合研究所･あすか野自治会

N=1,４６７

世帯 世帯数

運転免許を保有する世帯 １，３３０ （９１％）

日常的に運転する世帯 １，２９１ （８８％）

日常的に運転しない世帯 ３３ （ ２％）

運転免許を保有しない世帯 １３７ （ ９％）

Ｎ＝１，４６７

図表２８－１ 免許保有と日常的な利用状況

公共バスの利用状況と評価
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公共バスの利用状況と評価
出展：あすか野地区における生活環境に関するアンケート調査

令和2年3月報告書
国土交通省国土技術政策総合研究所･あすか野自治会
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